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平成21年12月期（第14期）運用状況の予想の修正に関するお知らせ 

 

本投資法人は、平成21年８月14日付決算短信において公表しました平成21年12月期（第14期：平

成21年７月１日～平成21年12月31日）の運用状況の予想について、下記のとおり修正することとい

たしましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

1. 平成 21 年 12 月期の運用状況の予想の修正 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

1口当たり  

分配金（利益 

超過分配金は含

まない） 

1 口当たり 

利益超過  

分配金 

百万円 百万円 百万円 百万円 円  円
前回発表予想（Ａ）

1,526 531 230 229 4,200 － 

百万円 百万円 百万円 百万円 円  円
今回修正予想（Ｂ）

1,529 563 261 260 4,800 － 

百万円 百万円 百万円 百万円 円  円
増減額（Ｂ－Ａ）

3 31 31 31 600 － 

％  ％ ％ ％ ％  ％
増減率 

0.2 6.0 13.5 13.6 14.3 －

百万円 百万円 百万円 百万円 円  円（ご参考）  

前期実績 

（平成 21 年  

６月期） 

1,614 605 357 356 6,620 －

（注）金額については単位未満を切り捨て、比率については小数点第２位を四捨五入しています。 
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2. 修正の理由 

運用状況の予想の見直しを行った結果、公表された直近の平成21年12月期予想分配金額について５％

以上の差異が生じる見込みであることから、現時点において運用状況および１口当たりの分配金予想の

修正を行うものです。 

 

なお、主要な変動要因及びこれらが与える影響額は以下のとおりです。 

（1） 礼金・更新料等のその他雑収入等が前回想定を上回る水準で推移したことにより、賃貸事業収

入は約３百万円上昇する見込みです。 

（2） プロパティマネジメントフィー、修繕費、水道光熱費及び支払手数料等が前回想定を下回る水

準で推移したことにより、賃貸事業費用は約23百万円減少する見込みです。 

  

3. 今後の見通し 

平成21年12月期（第14期：平成21年７月１日～平成21年12月31日）確定分配金に関しましては、

平成21年12月期の決算短信において開示いたします。 

なお、平成21年12月期決算短信の発表は、平成22年２月19日を予定しています。 

 

 

（ご注意） 

上記は、現時点における運用状況の予想であり、実際の業績や分配金は変動する可能性があります。

本予想はこれを保証するものではありません。 

 

以 上 

 

 

 

 

＊ 本資料の配布先：兜クラブ、国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会 

＊ 本投資法人のホームページアドレス：http://www.tgr-inv.co.jp/ 

 


